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わが国における腎移植の動向
片 山 喬
富山医科薬科大学泌尿器科学教室
シンポジウムをはじめるにあたり 第 1部の前置き
として わが国における腎移植の現況について簡単に
述べてみたい。
1 ）慢性 腎不全患者 に対す る人工透析療法
慢性腎不全に対しては人工透析療法があり， 198 6
年末現在 わが国で7 3, 537人が透析療法をうけており，
これは前年に比し， 7, 227人の増加となっている1 ）。
その推移は図 1 に示すとおりで， 今後更に増加する
ことが予想きれる。実際， 富山県内の透析患者は 198 6
年末で 655人となっているが， その後の増加により
1988 年末には約 8 00人に達している。 透析歴の長い
患者も増加し， 198 6年末現在10年以上15年未満透析
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図 1 わが国の慢性透析患者数の推移
患者が 9, 100人， 15年以上2 0年未満が 632人， 20年
以上が 3人であるという。
人工透析療法は慢性腎不全患者の生命を救う極め
て優れた療法であり， さらに近年施設， 機器， その
他の医療環境が整備されるようになって安全に行 わ
れており， 社会復帰し仕事をしながら夜間透析をう
けるというケースが増えている。 しかし， かつては
考えられなかったような長期透析患者がみられるよ
うになったことなどから， いくつかの問題点が明ら
かになってきたことも事実で， これを表 1にまとめ
てみた。 すな わち透析患者では， 社会生活の質が種
々の点で明らかに低下しているのがみられると共に，
透析の長期化に伴う合併症の出現が大きな問題にな
っている。 また人工透析にかかる費用の国家経済に
及ぼす影響も決して無視出来ない2）。 こうしたこと
から透析患者の中で腎移植を望む声が高まり， 厚生
省などの行政側からもその必要性が強調きれるよう
になってきている。
表 l 人工透析療法の問題点
(1) 水分摂取， 食事の制限
一一自己管理の必要性
(2) 一定時間器械にしばられる
(3) 性生活などの質の低下
(4) 長期透析合併症の発現
毛根管症候群
アルミニウム血症一一透析脳症
悪性腫蕩の発生など
(5) 国民医療経済への影響
2 ） 腎移植の現況
腎は 2 ケあり， 片側腎を別出しても生命を維持出
来ることから， 健康な人の片側の腎を引出し腎不全
患者に移植する（生体腎移植） という考えが古くか
らあり， さらに死亡した人の正常な腎臓を移植 （死
体腎移植） 出来ないかという問題が出てきた。 この
ことから動物実験では， すでに今世紀初頭に腎移植
2-
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が行わ れ て い る 。
わ が国 では 1964年 に 初 め て 生体腎移植が， 1 965年
に 死体腎移植が行わ れ た が， 長期生存例がみ ら れ る
よ う に な っ た の は 1 968年頃か ら で あ る 。 そ の後年々
移植例 は 増加 の傾 向 を 示 し ， 1 987年 末 に は 5 , 328例
に 達 し て い る と は 云 え ， 近年死体腎提供者の伸びが
と ま り， 年 間移植数 は 頭打 ち の状況 に あ る （ 表 2 ) 3 ） 。
腎移植 を う け た 患者 の死亡原因の 第 l ， 第 2 は拒
絶反応 と 感染 に よ る 敗血症 で あ り， 近年 に お け る 腎
移植の 成績 の 向 上は ， こ の両者 に 対す る 対策が 出 て
き た た め と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 新 し い 免疫抑制剤
と し て 登場 し た ciclosporin は 従 来用 い ら れ て き た
azathioprin や methylprednisolone と 併用 し て 用
い ら れ効果 を あ げて い る し， 提供者か ら の 輸血 （donor
speci fic transf usion ） や CD3 に 対す る 抗体 で あ る
OKT3 の 導 入も拒絶 反 応 に 有 用 と 考え ら れ て い る 。
ま た感染症 の 中 でも と く に 問 題 と な る cytomegalo­
virus や Pneumocyst is car in iiに 対す る 治療法が開 発
さ れ た こ と の 他， 症例数が増 え て 各施設で経験が積
ま れ た こ と や 周 辺 技術の進歩が寄与 し て い る こ と は
云 う ま でもな い 。
富 山 医科薬科大学では 附属病院開院直後 よ り， 第
2 内科， 小 児科， 第 1 外科， 泌尿器科の 4 科 を 中 心
に 透析部， 輸血部， 看護部， 手術部な ど 関連諸部門
表 2 年次別・ ドナーの種類別・ 腎移植回数
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の 協 力 を 得 て 腎移植チー ム を 作り， 講演会， 勉強会，
移 植 を 行 っ て い る 他施 設 の 見学 な ど を 行い 準備 を
つ づけ ， 1 983年1 1 月 22 日 に 第 l 例 の 生体腎移植 を ，
1 986年 1 0 月 4 日 に 第 1例 の死体 腎移植 を 行い ， こ の
受腎者 は 共 に 現在 ま で腎生着， 脱透析状態 を つ づけ
社会復帰 し て い る 。
3 ）死体 腎移植推進へ
腎移植医療 に は 必ず donor （ 腎提供者 ） と recipient
（ 受腎 者 ） が存在す る こ と か ら ， 他 の 医療 と は 様相
を 異に し て い る 。 donor は 生体 腎移植では 近親者に
限 ら れ る が， 実際に 適 当 な 人 が居 る 場合 は 少 な く ，
移植 を 希望 す る 患 者 は 死体腎提供 を 待 た ね ば な ら な
い。 現に 富 山 県 内 でも 多 く の 腎不全患者が受腎登録
を し て 腎提供 を 待って い る が， 富 山 県 では ま だ 6 名
に 死体腎移植が行わ れ た の み で， 富 山 県 内 の 死体 腎
提供は 3 名 にす ぎ な い 。
腎移植は 現在では安全 に 行え る 医療行為で あ る と
云え る が， 今後腎不全患者対策の一環 と し て 腎移植
を 発展 さ せ て 行 く に は 腎提供者 の確保が第 1 であ る 。
近 々 富 山 県 腎 臓パ ン ク が発 足 す る の でP R活動 な ど
さ ら に 活発 な 動 き があ る もの と 期待 し て い る 。
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